
氏名 森山　宏美

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】 　

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

①

英語教育の在り
方、新しい英語
教育（仮題）

単

①
英語教育の研究
（仮題）

単

②
教 授 法 の 研 究
（その2）

単

①
教 授 法 の 研 究
（その2）

関西教育学会 準備中で病気の為、今年度発表
の予定である。

（学会発表）

奈良大学紀要 執筆中である。

関西教育学会 学会発表後まとめる。

教育学のユーデック出版 病気の為、中断したが現在執筆
中である。

（学術論文）

（著書）

ボランティアで幼児の英語教育にたずさわったり、その学習活動に参加している。学会での発
表を行うなど、また講演を行うなど自分なりに努力している。

教務委員、学生相談室委員、同和委員などにも関わってきた。特に学生の相談には力を注いで
いる。海外留学経験、TOEIC、英語学習の仕方など様々な相談に応じている。スクーリングに
も努力している。

著書､学術論文等の名
称

単著､
共著
の別

発行又は
発表の年月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称
概　　　　　　　要

研究課題 英語科教育法の研究、英語教授法の改革、新しい英語教育

バランス（聞く・話す・読む・書く）のとれた英語教育あるいは英語教授法の開発に努力し、
FDにおいても満足のいく評価を得ている。

上記のFDについて述べたように4技能のバランスの取れた教授法及び教科教育法に力を入れて
いる。将来再び学生が英語を学ぼうとした際、意欲の出るように努めている。

所属学会 大学英語教育学会、日本教育学会、全国英語教育学会、関西教育学会、中部地区英
語教育学会他

現在の専門分野 英語教授法、英語科教育学

最終学歴 甲南女子大学大学院博士課程修了

取得学位 博士（教育学）

平　成　１８　年　度　　教　育　研　究　業　績　書


